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２０２６年２月１日（日）公現後第４主日 

銀座教会・新島教会主日礼拝 

礼拝招詞 「神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、わたしたち

も神からいただくこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰める

ことができます。」                 第２コリント 1:4 

主の祈り 

交読詩編 詩編９１編１～５節  

いと高き神のもとに身を寄せて隠れ 

全能の神の陰に宿る人よ 

主に申し上げよ 

「わたしの避けどころ、砦 わたしの神、依り頼む方」と。 

神はあなたを救い出してくださる 

仕掛けられた罠から、陥れる言葉から。 

神は羽をもってあなたを覆い 翼の下にかばってくださる。 

神のまことは大盾、小盾。 

夜、脅かすものをも 

昼、飛んで来る矢をも、恐れることはない。 

使徒信条 

讃美歌 ６番 われら主をたたえまし  

聖 書 列王記上１７章８～１６節 

8 また主の言葉がエリヤに臨んだ。 9 「立ってシドンのサレプタに行き、そこに住

め。わたしは一人のやもめに命じて、そこであなたを養わせる。」 10 彼は立って

サレプタに行った。町の入り口まで来ると、一人のやもめが薪を拾っていた。エリ

ヤはやもめに声をかけ、「器に少々水を持って来て、わたしに飲ませてください」

と言った。 11 彼女が取りに行こうとすると、エリヤは声をかけ、「パンも一切

れ、手に持って来てください」と言った。 12 彼女は答えた。「あなたの神、主は

生きておられます。わたしには焼いたパンなどありません。ただ壺の中に一握りの

小麦粉と、瓶の中にわずかな油があるだけです。わたしは二本の薪を拾って帰り、

わたしとわたしの息子の食べ物を作るところです。わたしたちは、それを食べてし

まえば、あとは死ぬのを待つばかりです。」 13 エリヤは言った。「恐れてはなら

ない。帰って、あなたの言ったとおりにしなさい。だが、まずそれでわたしのため

に小さいパン菓子を作って、わたしに持って来なさい。その後あなたとあなたの息

子のために作りなさい。14 なぜならイスラエルの神、主はこう言われる。主が地

の面に雨を降らせる日まで／壺の粉は尽きることなく／瓶の油はなくならない。」

15 やもめは行って、エリヤの言葉どおりにした。こうして彼女もエリヤも、彼女

の家の者も、幾日も食べ物に事欠かなかった。 16 主がエリヤによって告げられた

御言葉のとおり、壺の粉は尽きることなく、瓶の油もなくならなかった。  

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。御前に立つ礼拝に招いてくださり感謝いたします。 

罪深く、小さな私たちを憐れみ、愛してくださり、顧みてくださったことを感謝いたし

ます。入院されている方、自宅療養の方々がおられます。癒しの御手をお与えください。  

主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン 
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説 教 「やもめを憐れむ神」                 牧師 髙橋 潤 

列王記上１７章８～１６節 

 「主の言葉がエリヤに臨んだ」と記されています。これは、北イスラエル王国のア

ハブが王になった紀元前９世紀のことです。アハブが王になったことを列王記は大変

厳しい言葉で評価しました。列王記上 16 章 29 節から 33 節に記されています。22 年

間サマリアを治めたアハブは「それまでのイスラエルのどの王にもまして、イスラエ

ルの神、主の怒りを招くことを行った。」と評価されています。原因は、アハブ王が

シドン人の王の娘イゼベルを妻に迎え、こともあろうに、イスラエルの神を礼拝する

ことを中止して、イゼベルが連れてきた神々を礼拝するためにバアル神殿と祭壇を築

きました。アハブ王の身勝手な行動によって、イスラエルの伝統が崩され、バアルと

アシェラを礼拝するように変えられてしまいました。列王記はこのことを「イスラエ

ルの神、主の怒りを招くことを行った。」と記しています。このようなイスラエルの

信仰の危機の只中で、主なる神が語り始めたことが冒頭の御言葉です。エリヤは神の

み声を聞き、神の言葉に従いました。 

 なぜ、預言者エリヤは立派な神殿や豊穣を願う祭壇の神々ではなく、姿も見えず小

さな声の神に従ったのでしょうか。それは、預言者エリヤが神の本当の力、神の恵み

を知っていたからではないでしょうか。本日の御言葉の直前に神はエリヤを憐れんで

川のほとりへ導き、カラスを用いてエリヤを養いました。エリヤは神の力とは、この

世のどのような権力にも比べることもできない圧倒的な憐れみの偉大さを経験してい

ました。バアル神のために神殿を建て、夜通し行われる盛大な祭りが本当の神の力で

はなく、エリヤを養い、やもめを憐れんでくださることにこそ神の恵みの力が発揮さ

れることを経験していました。ゆえに、エリヤは一人であっても神に従い続けたので

す。 

 北イスラエル王国がアハブ王によって信仰の危機に直面しています。そこに遣わさ

れたのが預言者エリヤでした。エリヤは「孤独の預言者」と言われます。多くの預言

者が預言者団という複数の預言者で活動しているのに、エリヤは一人で活動しまし

た。仲間がいません。一人でイスラエルの信仰の危機に立ち向かわなければなりませ

んでした。神の言葉に従い孤軍奮闘、エリヤの最後は後継者エリシャに託して火の戦

車で昇天したと語られています。エリヤは「炎の預言者」とも呼ばれます。 

 炎の預言者エリヤが主の言葉を聞いた時は、神の言葉を聞く者がエリヤしかいなか

ったのです。主なる神ではなくバアルとアシェラという神々を祭る神殿がサマリアに

導入され、豊穣祭儀が行われるように変わってしまいました。アハブ王が率先して神

に背を向けました。そのような時代にエリヤはアハブ王の前に立ち、勇敢に語りまし

た。「わたしの仕えているイスラエルの神、主は生きておられる。わたしが告げるま

で、数年の間、露も降りず、雨も降らないであろう。」と神の裁きを語りました。イ

スラエルは信仰の危機と同時に雨が降らない生活の危機にも直面しました。アハブ王

が輸入して礼拝しているバアルとアシェラは雨を降らせる力を持つとされていまし

た。バアルとアシェラは豊穣の神々ですから、大地に雨を降らせるはずだと信じられ
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ていました。１８章のエリヤとバアルの預言者との戦いによって、その結果が明らか

になります。 

主なる神はこの信仰の危機にどのようにエリヤを用いるのでしょうか。神は預言者

エリヤにシドンへ行くように命じました。シドンに行くということは、危機に直面し

ているイスラエルを離れて国外に出ることです。イスラエルの信仰の危機に際して逃

亡するように見えたかもしれません。しかし、そうではないのです。神はあえてエリ

ヤをアハブが妻に迎えたイゼベルの出身地シドンに遣わしたのです。バアルの神々が

大々的に礼拝されているシドンのサレプタに行くように、そしてそこに住むように神

はエリヤに命じました。驚くべき神のご計画にはどのような意味があるのでしょう

か。 

 シドンのサレプタとは、現在のレバノンです。エリヤの時代サレプタは、古代フェ

ニキアの工業と商業の都市でした。大変裕福な都市でした。サレプタはイスラエルを

堕落させたバアルの神殿があり、豊穣の祭りとして男女のいかがわしい行為が公然と

行われていました。神は預言者エリヤをあえてバアルとアシェラの神々が祭られる神

殿の近くに遣わしたのです。このことはエリヤの命の危険を予想させる無謀な派遣で

はないかと思われます。さらに神はサレプタで最も生きる力のない一人のやもめによ

ってエリヤを養わせるという計画を進めました。神にとってこのエリヤの派遣はどの

ような意味があるのでしょうか。それは、サレプタにおいてバアルの神々とエリヤの

神のどちらが本当の神であるかを明らかにしようとしているのです。盛大で豪華な神

殿で祭られる神と最後の食事をして死を待つやもめと息子を憐れむ神とどちらが真の

神であるか、私たちに問うているのです。どちらの神が真の神でしょうか。 

 イスラエルの神は、イスラエルの国内だけでなく国外においても神の御業を現すこ

とができたことを証明しています。シドンのサレプタにおいて、もっとも哀れなやも

めを用いてエリヤを養うことは、神がご自身の恵みと深い憐れみの力をエリヤに追体

験させているのです。イスラエルの神の愛と恵みの力は、民族を越えて及ぶことだけ

ではなく神はやもめにさえ目にも留められる力を表しているのです。 

 サレプタにおいて奇跡が行われました。主なる神の奇跡とは、神殿を破壊するよう

な暴力的な力ではありません。そうではなく、サレプタの神々が気にもかけず見失い

見捨ててしまうようなやもめにこそ目を留め「瓶の粉と壺の油が尽きない」という愛

の奇跡を行い、やもめとその息子を深く憐れむ愛の力なのです。 

 新約聖書ルカによる福音書 4 章 25－26 節において主イエス・キリストが「エリヤ

の時代に多くのやもめがいたが、エリヤはイスラエルではなく、シドンのサレプタの

やもめにだけ遣わされた」と語られています。ルカによる福音書 4 章 16 節以下にお

いて主イエスが朗読されたイザヤ書が記されています。ルカ福音書 4 章 18 節「主の

霊がわたしの上におられる。貧しい人に福音を告げ知らせるために、主がわたしに油

を注がれたからである。主がわたしを遣わされたのは、捕らわれている人に解放を、

目の見えない人に視力の回復を告げ、圧迫されている人を自由にし、19 主の恵みの

年を告げるためである。」20 イエスは巻物を巻き、係の者に返して席に座られた。
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会堂にいるすべての人の目がイエスに注がれていた。21 そこでイエスは、「この聖

書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」と話し始められた。 

  

 神はイスラエルの信仰を回復するためにエリヤを用いてバアルの神々を圧倒する神

の愛と憐れみの力を示したのです。バアルの神々が見向きもしないやもめ、神々が救

うことができない最も弱いやもめとその息子を救う力を明らかに示しているのです。

異教の地サレプタにおいてでも愛と恵みの力を発揮した神は、不信仰のイスラエルに

対して、真の愛の力を示しているのです。 

 サレプタのやもめの家に遣わされたエリヤは、１０節以下、やもめに声をかけまし

た。エリヤはやもめに水を求めました。一切れのパンも持ってくるように伝えまし

た。やもめはパンがないこと、一握りの小麦粉とわずかな油で息子と最後の食事をし

て死を待とうとしていたことを告白します。 

エリヤはやもめに「恐れてはならない」と伝え、「まずそれでわたしのために小さ

いパン菓子を作って、わたしに持って来なさい。そのあとあなたとあなたの息子のた

めに作りなさい」と伝えます。 

 エリヤはやもめに対して、愛の神を信じて従うこと、エリヤの神を恐れることなく

信頼して小さいパン菓子をエリヤに渡すことで神を第一とし祈る姿勢を教えているの

です。 

 エリヤがやもめに求めたことは、死を覚悟したやもめにとって無理な要求に聞こえ

ます。しかし、やもめは自分の命をエリヤの神に託して従いました。 

 真の神に礼拝をささげること、死を前にしているからこそ命の源である神にすべて

をささげて生きることを通して、神の恵みに与るのです。 

 イスラエルの王アハブは、シドンの豊かさに目を奪われ、身も心も神から離れてし

まいました。本来は豊穣の神々が行うはずの粉や油をもたらすことができず、真の神

が尽きることのない壺の粉と瓶の油をお与えになったのです。 

 私たちは目に見える荘厳さや偉大な自然を持つ宗教施設に心を奪われそうになりま

す。しかし、神の愛の力は、異国の最も弱く小さな者へも注がれたのです。サレプタ

のやもめと息子はどちらの神を信じたのでしょうか。 

 

讃美歌 ３３３番 主よ、われをば 

献 金   

頌 栄 ５４４番    

 

祝 祷   主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

   あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


